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永
平
寺
大
野
道
路
の
概
要

計
画
区
間　

大
野
市
中
津
川
～
福

　

井
市
玄
正
島
町

計
画
延
長　

26
・
４
㌔

供
用
区
間　

大
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　

ン
ジ
～
上
志
比
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

　

ン
ジ
間
15
・
７
㌔
、
永
平
寺
東

　

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
松
岡
イ

　

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
３
・
２
㌔

整
備
効
果

・
安
定
し
た
交
通
の
確
保

　
　

災
害
に
強
く
信
頼
性
の
高
い

道
路
と
し
て
、
福
井
市
方
面
と

の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

現
国
道
１
５
８
号
や
１
５
７

号
、
北
陸
自
動
車
道
な
ど
で
災

害
に
よ
る
通
行
止
め
が
発
生
し

た
場
合
、
代
替
道
路
と
し
て
の

機
能
も
期
待
で
き
ま
す
。

・
高
度
医
療
機
関
へ
時
間
短
縮

　
　

市
内
か
ら
福
井
大
学
医
学
部

付
属
病
院
な
ど
の
高
度
医
療
機

関
へ
の
搬
送
時
間
が
短
縮
さ

れ
、
早
期
治
療
に
よ
る
救
命
な

ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問　

幹
線
道
路
課
幹
線
道
路
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
７
１
）

目次

P２

P４

P７

P８

P９

P10

P11

P12

P13

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、
「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へお
寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp

中部縦貫道　大野・勝

山間開通

平成27年１月から新

庁舎利用開始へなど

市民力によるふるさ

とづくり

地下水保全・環境大臣

賞/「環境王国」認定

婚活力ステップアッ

プセミナーなど

生活習慣病健診・が

ん検診など

自転車利用で住み

よいまちに

名水マラソン

第８回越前大野感性

はがき展など

開通を祝う
　３月24日、中部縦貫自動
車道大野インターチェンジ
付近で、関係者や沿線地区
児童が参加した、テープカッ
トと通り初めが行われまし
た。

中
部
縦
貫
道
　
大
野
・
勝
山
間
開
通

　
３
月
24
日
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
永
平
寺
大
野
道
路
の
大
野
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
勝
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
７
・
８
㌔
が
開

通
し
、
午
後
３
時
か
ら
一
般
車
両
の
通
行
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

開
通
を
祝
い
、
結
と
ぴ
あ
で
は
関
係
者
な
ど
２
０
０
人
が
参
加
し
て

開
通
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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①
小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル

貫
通
を
祝
う
会

　

平
成
23
年
８
月
26
日
、
ト
ン
ネ

ル
の
貫
通
を
祝
い
、
工
事
関
係
者

の
ほ
か
、
下
庄
小
学
校
と
勝
山
市

三
室
小
学
校
の
児
童
ら
が
笑
顔
で

握
手
を
交
わ
し
ま
し
た
。

②
シ
バ
ザ
ク
ラ
を
植
栽

　

平
成
23
年
12
月
４
日
、
大
野
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
で
、
訪
れ

る
人
に
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
お
う

と
沿
線
地
区
の
小
矢
戸
や
太
田
、

庄
林
、
中
津
川
、
横
枕
、
西
大
月

の
住
民
約
１
０
０
人
で
、
シ
バ
ザ

ク
ラ
を
植
栽
し
ま
し
た
。

③
事
故
対
応
訓
練

　

３
月
15
日
、
小
矢
戸
ト
ン
ネ
ル

内
で
の
交
通
事
故
を
想
定
し
、
消

防
、
警
察
、
道
路
管
理
者
な
ど
の

関
係
機
関
が
参
加
し
た
事
故
対
応

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に

は
、
県
防
災
ヘ
リ
も
参
加
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
協
力
体
制
を

確
認
し
ま
し
た
。

④
ハ
イ
ウ
エ
ー
ウ
オ
ー
ク

　

３
月
17
日
、勝
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
大
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
ま
で
を
歩
く
ハ
イ
ウ
エ
ー
ウ

オ
ー
ク
が
、
市
民
ら
２
０
０
０
人

以
上
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

②沿線住民でシバザクラを植栽 ①両市民で小矢戸トンネル貫通を祝う会

④ 2000 人以上が参加したハイウエーウオーク ③県防災ヘリも参加した事故対応訓練

大野ＩＣ開通までの取り組み
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1
庁
舎
と
駐
車
場
の
配
置

　

新
庁
舎
は
、
利
便
性
や
効
率

性
、
経
済
性
な
ど
を
考
慮
し
、
市

民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
整
備
し
ま
す
。

庁
舎
の
西
側
駐
車
場
は
、
災
害
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
結
と
ぴ
あ
の
西
側
駐

車
場
と
一
体
的
に
整
備
し
ま
す
。

2
利
用
者
へ
の
配
慮

自
家
用
車

　
　

三
番
通
り
に
は
、
新
庁
舎
の

　

整
備
に
合
わ
せ
て
六
間
通
り

　

方
面
か
ら
の
自
動
車
用
に
右
折

　

レ
ー
ン
を
設
け
、
交
通
の
円
滑

　

化
を
図
り
ま
す
。

自
転
車

　
　

自
転
車
で
の
来
庁
に
配
慮

　

し
て
、
駐
輪
場
は
三
番
通
り

　

か
ら
近
い
新
庁
舎
の
正
面
南

　

側
に
設
置
し
ま
す
。

公
共
交
通

　
　

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
を
利

　

用
し
て
来
庁
す
る
と
き
は
、
結

　

と
ぴ
あ
前
の
バ
ス
停
で
下
車

　

と
な
り
ま
す
。

　
　

新
庁
舎
正
面
と
北
玄
関
に

　

は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
者
な
ど

　

が
雨
や
雪
で
濡
れ
な
い
よ
う

　

車
寄
せ
を
設
置
し
ま
す
。

安
全
対
策

　
　

建
物
周
囲
に
は
、
雁が

ん
ぎ木

状

　

の
庇

ひ
さ
し

を
設
け
、
回
遊
性
を
高

　

め
る
と
と
も
に
屋
根
か
ら
の

　

落
雪
事
故
を
防
止
し
ま
す
。

　
市
民
に
親
し
ま
れ
、「
市
民
が
集
い
・
憩
い
・
学
ぶ
」
こ
と
が
で

き
る
庁
舎
の
整
備
に
向
け
て
、
夏
か
ら
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。

　
４
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
設
計
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
し
た
。
今
月
は
、
庁
舎
建
物
の
配
置
や
庁
舎
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト

な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
27
年
１
月
か
ら

新
庁
舎
利
用
開
始
へ

正面玄関 バス停

三番通り

緑地帯

有終公園

北側通用口

来庁者用駐車場

渡り廊下北玄関

西玄関

駐
輪
場

障
害
者
用

駐
車
場

駐輪場障害者用
駐車場

ハ
ー
ト
フ
ル
パ
ー
キ
ン
グ

Ｎ

来
庁
者
用
駐
車
場
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WC

WC

WC

電気室

WC EV

東階段

ロビー

企画総務部

教育委員会

会議室

教育長室

副市長室

市長室 応接室

電話
交換室

防災
防犯課

行政委員会
事務室

会議室
（災害対応）

産経建設部
市民生活課

カウンター

議会事務局

第一委員会室

第二委員会室

全員協議会室

議員控室

会計課

図書室
税務課

書庫
書庫

書庫

倉庫
ランチルーム更衣室

組合事務局

厚生室 書庫

書庫
倉庫

自家発電
機室

書庫

サーバー室

傍聴席

書庫 印刷室

西玄関更衣室

時間外窓口

施設管理
員室

会議室 会議室

倉庫

キッズ
スペース

上部吹抜け

上部吹抜け

キッズ
スペース

上部吹抜け

上部吹抜け

市民ホール

金融機関

議　場

展望ロビー風除室

正面玄関

風除室

倉庫

渡り
廊下

EV

EV

EV 風除室
西
階
段

東階段

EV

東階段東階段
EV

東階段東階段

倉庫

機械室

EV

東階段東階段

西
階
段

西
階
段

西
階
段

西
階
段

西
階
段

WCWC

授
乳
室

相
談
室

相
談
室

相
談
室
会
議
室

特
別
ギ
ャ
ラ
リ
ー

北
玄
関

通
用
口

通
用
口

書
庫

機
械
室

書
庫

上部吹抜け

カ
ウ
ン
タ
ー

議
場
控
室

正
副
議
長
室

応
接
室

カ
ウ
ン
タ
ー

１階平面図２階平面図

結
と
ぴ
あ

Ｎ
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5
３
階
と
屋
上
階
の
配
置

　
　

３
階
に
は
、
議
場
を
含
め

　

た
議
会
部
門
を
配
置
し
、
他

　

の
部
局
か
ら
の
独
立
性
を
高

　

め
て
い
ま
す
。

　
　

議
場
は
、
市
民
に
身
近
な

　

議
会
と
す
る
た
め
三
番
通
り

　

側
に
配
置
し
ま
す
。
傍
聴
席

　

は
、
議
場
全
体
を
見
渡
す
こ

　

と
が
で
き
る
屋
上
階
に
配
置

　

し
、
障
害
者
用
の
席
も
設
け

　

ま
す
。

　
　

議
場
の
周
囲
に
は
、
市
内

　　

を
眺
望
で
き
る
展
望
ロ
ビ
ー

　

を
配
置
し
ま
す
。

6
整
備
日
程

　
　

工
事
は
本
年
夏
に
着
工
し
、

　

平
成
26
年
３
月
ま
で
に
基
礎
・

　

躯
体
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
　

平
成
26
年
度
は
、
各
階
の

　

床
工
事
や
外
装
・
内
装
工
事

　

を
行
い
、
平
成
26
年
11
月
末

　

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

問　

建
築
営
繕
・
庁
舎
整
備
課

　

庁
舎
整
備
推
進
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
８
２
）

計
画
期
間　

平
成
25
年
４
月
～
平

　

成
30
年
３
月（
５
年
間
）

第
２
期
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

コ
ン
セ
プ
ト
の
継
続

　
　
「
原
点
へ
の
回
帰
～
人
が
集

　

う
、
活
気
に
満
ち
た
城
下
町
の

　

再
生
を
目
指
し
て
～
」を
継
続

対
象
区
域
の
拡
充

　
　

美
濃
街
道
沿
い
の
春
日
通
り

　

を
計
画
の
対
象
地
域
に
設
定

目
標
指
標
の
追
加

　
　
「
豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

　

公
共
交
通
の
実
現
」を
目
標
に

　

追
加

効
果
的
な
ソ
フ
ト
事
業
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

回
遊
性
の
向
上

　
　

観
光
ま
ち
な
み
魅
力
ア
ッ
プ

　

事
業
や
新
に
ぎ
わ
い
商
業
ゾ
ー

　

ン
形
成
事
業
な
ど
、
歴
史
的
な

　

魅
力
を
生
か
し
た
事
業
や
中
心

　

市
街
地
の
回
遊
性
を
向
上
さ
せ

　

る
取
り
組
み
の
実
施

問　

産
業
振
興
課
中
心
市
街
地
活

　

性
化
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
９
４
）

　「
第
２
期
大
野
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」
が
３
月
29
日
、

内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
平
成
20
年
７

月
に
認
定
を
受
け
平
成
25
年
３
月
で
完
了
し
た
第
１
期
計
画
に
続

き
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
活
、
第
２
期
計
画
が
認
定
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庫

機
械
室

書
庫

上部吹抜け

カ
ウ
ン
タ
ー

議
場
控
室

正
副
議
長
室

応
接
室

カ
ウ
ン
タ
ー

３階平面図屋上階平面図 Ｎ
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市
民
協
働
推
進

提
案
事
業

　

市
と
市
民
活
動
団
体
な
ど
が
協

働
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。
提
案
さ
れ
た
事
業
は
、
市
民

協
働
推
進
委
員
会
の
審
査
を
受

け
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

越
前
大
野
名
物
ホ
ル
モ
ン

「
と
ん
ち
ゃ
ん
」を
通
じ
た

　
越
前
お
お
の
ブ
ラ
ン
ド

　
構
築
・
発
信
事
業

（
新
規
事
業
）

提
案
団
体　

越
前
お
お
の〝
と
ん

　

ち
ゃ
ん
〟を
愛め

で
る
会

内
容　

と
ん
ち
ゃ
ん
提
供
店
の

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
広
報
戦
略

効
果　

と
ん
ち
ゃ
ん
を
活
用
し
た

　

交
流
人
口
の
増
加
と
受
け
皿
作

　

り
、
ブ
ラ
ン
ド
化

市
の
役
割　

関
係
機
関
な
ど
へ
の

　

情
報
提
供
と
広
報
活
動
へ
の
支
援

魚
屋
さ
ん
で
お
お
の
〝
膳め
し

”

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

（
新
規
事
業
）

提
案
団
体　

越
前
お
お
の
美
濃
街

　

道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

内
容　

団
体
観
光
客
の
昼
食
を

　

受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

　

態
勢
の
構
築
と「
魚
屋
さ
ん
で

　

お
お
の“
膳
”」の
広
報
戦
略

効
果　

ま
ち
な
か
観
光
を
長
時
間

　

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み

　

作
り
と
交
流
人
口
の
拡
大

市
の
役
割　

関
係
機
関
な
ど
へ
の

　

情
報
提
供
と
広
報
活
動
へ
の
支
援

越
前
お
お
の元

気
創
造
事
業

　

市
民
力
・
地
域
力
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
る
た
め
、
市
民
が
自
ら
企

画
す
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

皆
で
う
た
お
う

　「
大
野
う
た
フ
ェ
ス
タ
」

（
新
規
事
業
）

提
案
団
体　

ボ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン

　

ブ
ル　

ト
レ
モ
ロ

内
容　

市
民
参
加
の
ワ
ー
ク

　

シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
歌
の
レ
ッ

　

ス
ン
と
、
市
民
参
加
の「
て
づ

　

く
り
オ
ペ
ラ
」の
開
催

期
日　

①
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
６
月

　

２
日
日
、
９
月
29
日
日

　

②
て
づ
く
り
オ
ペ
ラ
公
演
10
月

　

13
日
日

参
加
者
募
集　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

　

プ
、
オ
ペ
ラ
の
参
加
者
と
運
営

　

ス
タ
ッ
フ

申
込
先　

事
務
局　

脇
本
淳
子
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
２
３
８
４
・
２
６
９
１
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
65
・
８
０
０
７

　

〒
９
１
２
ー
０
０
２
２

　

大
野
市
陽
明
町
４
丁
目
６
０
５

有
機
農
産
食
材
と

　
無
添
加
食
品
の

学
校
給
食
へ
の
提
供

（
新
規
事
業
）

提
案
団
体　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

奥
越

　

Ｅ
Ｍ
環
境
浄
化
の
会

内
容　

市
内
の
小
学
校
の
給
食
用

　

食
材
に
、
大
野
産
の
有
機
農
産

　

食
材
と
無
添
加
食
品
を
年
間
１

　

～
２
回
提
供

期
間　

４
月
１
日
～
平
成
26
年
３

　

月
31
日

　

市
で
は
、
元
気
創
造
事
業
に
つ

い
て
随
時
提
案
を
募
集
し
、
団
体

の
自
主
的
な
企
画
・
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

問　

総
務
課
自
治
振
興
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
５
）

市
民
力
に
よ
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り
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地
下
水
位
の
低
下
に
よ
る
井
戸
枯
れ

が
多
く
発
生
し
た
本
市
で
は
、
地
下
水

保
全
条
例
や
森
・
水
保
全
条
例
の
制
定

な
ど
、
全
国
で
も
先
進
的
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
市

民
の
地
下
水
保
全
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
か
ら
、
市
民
主
体
の
活
動
に
よ
る

湧
水
の
復
活
や
、
地
下
水
を
利
用
し
た

特
産
品
の
開
発
な
ど
の
事
例
も
出
て
い

ま
す
。
平
成
23
年
に
は
、
越
前
お
お
の

湧
水
文
化
再
生
計
画
を
策
定
し
、
国
や

県
、
市
な
ど
の
関
係
機
関
や
団
体
、
市

民
や
企
業
な
ど
が
担
う
役
割
を
明
確
に

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
が
市
民
の
大
き
な
誇
り

と
な
り
、
水
環
境
の
保
全
や
湧
水
文
化

を
継
承
す
る
意
識
が
、
よ
り
一
層
高
ま

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

表
彰
式
は
７
月
２
日
、
東
京
都
で
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。

問　

建
設
整
備
課
湧
水
再
生
対
策
室　

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
５
）

地
下
水
保
全
の
取
り
組
み
が

「
日
本
水
大
賞
」環
境
大
臣
賞
に地元小学生らによる中野清水の清掃

全国13番目の「環境王国」に

　
第
15
回
日
本
水
大
賞
の
環
境
大
臣
賞
に
本
市
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
市
民
一
体

と
な
っ
た
、
地
下
水
保
全
や
湧
水
文
化
再
生
へ
の
長
年
の
取
り
組
み
が
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　本市が、安全で安心な農産物の生産に適した自然豊かな地域であると「環境王国」に認定され、４月１日、市
役所で認定式が行われました。
　環境王国は、環境王国認定審査会が認定するもので、自然環境、農業などに関する35項目の審査で、本市
は100点満点中83点の高い評価で認定されました。
　環境王国の認定を受けたことで、農林産物などの付加価値の向上や越前おおのブランド戦略を強くバック
アップする役割が期待されます。
問　農業農村振興課農業振興係（☎66・1111内線314）
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日
時　

６
月
～
平
成
26
年
３
月
の

　

第
２
土
午
後
７
時
～
９
時

　

※
６
、７
月
は
第
３
土

会
場　

結
と
ぴ
あ
（
有
終
会
館
）

講
師　

本
城
稔
さ
ん

対
象
者　

20
歳
以
上
の
独
身
男
性

定
員　

50
人

参
加
費　

１
回
３
０
０
０
円

申
込
方
法　

専
用
の
申
込
書
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
婚
活
力
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー
受
講

申
込
」
と
紙
に

書
き
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記

入
し
、
福
祉
こ

ど
も
課
に
持
参

す
る
か
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

締
切　

５
月
31
日
金

問　

福
祉
こ
ど
も
課
こ
ど
も
家
庭
係

（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
４
５
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
66
・
０
２
９
４

　

〒
９
１
２
ー
０
０
８
４

　

大
野
市
天
神
町
１
ー
19

　
福
祉
こ
ど
も
課

活
用
し
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

　

市
で
は
、
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用
し

て
平
成
24
年
度
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
交
付
金
は
、
発
電
用
施
設
周
辺
地
域
の
住

民
福
祉
の
向
上
と
発
電
施
設
の
設
置
や
運
転
の
円
滑

化
を
目
的
に
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
14
の
水
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
実
施
事
業

○
市
道
舗
装
補
修（
市
道
春
日
野
千
歳
木
本
線
ほ
か
）

○
側
溝
整
備（
市
道
鍬
掛
新
庄
東
中
線
）

○
水
路
整
備（
宮
ノ
谷
川
）

○
簡
易
水
道
施
設
改
良（
荒
島
・
木
本
地
区
）

○
和
泉
保
育
園
維
持
運
営

○
図
書
館
維
持
運
営

問　

行
政
戦
略
課
行
政
戦
略
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
５
）

市道春日野千歳木本線

　

女
性
に
好
印
象
を
与
え
、
出
会
い
を
逃
が
さ
な
い
婚
活

力
を
身
に
つ
け
る
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
婚
率
を
誇
る
結
婚
・
恋

愛
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
本
城
稔
さ
ん
が
務
め
ま
す
。
受

講
生
を
中
心
と
し
た
、
出
会
い
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
開
催

も
予
定
し
て
い
ま
す
。

活
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

義景公園がリフレッシュ
　市民や観光客など訪れる人たちが歴史や文
化、湧水に親しみ、散策できるように義景公
園が整備されました。
　墓所の説明看板を設置し、遊具には朝倉氏
の家紋を表示しています。湧水池を再整備し、
イトヨが生息できる環境に整えました。
整備概要
・池の再整備　３カ所、石橋設置　３カ所
・複合遊具設置　１基
・照明設備　３基
・墓所説明看板　１基
・駐車場　普通車25台（身障者用３台含む）
問　建設整備課都市計画室
　（☎66・1111内線354）

完成を記念してイトヨを放流

本城稔さん

受
講
生
募
集

幸
せ
求
め
る
男
性
集
ま
れ

婚
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特
定
年
齢
の
人
は
無
料

　

次
の
年
齢
の
人
は
、
該
当
す
る

検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

・
特
定
健
診

（
受
診
券
に
無
料
と
表
示
）

　
　

市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

で
、
平
成
24
年
４
月
２
日
か

　

ら
平
成
25
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

　

60
歳
、
65
歳
、
70
歳
に
な
っ

　

た
人

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　
　

平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
20

　

歳
、
25
歳
、
30
歳
、
35
歳
、
40

　

歳
に
な
っ
た
人

・
乳
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

　
検
診
・
肝
炎
検
査

　
　

平
成
24
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
25
年
４
月
１
日
ま
で
に
40

　

歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、
60

　

歳
に
な
っ
た
人

受
診
券
・

　
　
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送

　

生
活
習
慣
病
健
診
や
が
ん
検
診

の
対
象
と
な
る
人
に
は
、
５
月
か

ら
受
診
券
を
各
地
区
の
集
団
検
診

実
施
日
に
合
わ
せ
て
郵
送
し
ま

す
。
受
診
券
が
届
い
た
ら
内
容
を

確
認
し
、
受
診
日
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

集
団
検
診
の
ほ
か
に
個
別
に
医

療
機
関
で
も
受
診
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封
さ
れ

て
い
る「
お
知
ら
せ
」で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
・
肝
炎
検
査
を
無
料
で

受
診
で
き
る
年
齢
の
人
に
は
、
別

に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
り
ま
す
。

受
診
の
注
意

　

検
診
を
受
診
す
る
と
き
に
は
、

必
ず
受
診
券
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

　

乳
が
ん
の
集
団
検
診
は
、
定
員

が
１
日
45
人
で
す
。

　

４
月
１
日
以
降
に
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、
特
定
健
診
を
希
望

す
る
40
歳
以
上
の
人
は
、
受
診
券

を
送
り
ま
す
の
で
、
市
民
生
活
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

検
診
の
日
程
と
会
場
は
本
紙
の

市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問　

市
民
生
活
課
保
険
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

　
　

健
康
長
寿
課
健
康
づ
く
り
係

　
（
☎
66
・
６
６
３
１
内
線
１
１
０
）

生
活
習
慣
病
健
診
・

　
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す
　
　
　

　

生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が
毎
年
増
え
て
い
ま
す
。検
診
は
、

生
活
習
慣
病
な
ど
の
病
気
を
早
期
に
見
つ
け
る
第
一
歩
で
す
。

年
に
１
回
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　市では国民健康保険加入者を対象に、メタボリックシンドロームの該当者やその予備群を減少させるため、
生活習慣病の予防対策を推進してきました。平成24年度で第１期の計画期間が終了し、平成25年度から平成
29年度の５年間の目標を定めた第２期大野市特定健康診査等実施計画を策定し、さらに取り組みを進めます。
計画の詳しい内容は、市ホームページで確認できます。

対象者　40歳から74歳の市国民健康保険加入者
検査項目　身体測定（身長・体重・腹囲）、血圧測定、尿・血液・血糖検査、心電図など

特定健康診査を受診しましょう

見　本

特定健診・特定保健指導実施率の目標値

平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度

特定健診実施率 40㌫ 45㌫ 50㌫ 55㌫ 60㌫

特定保健指導実施率 47㌫ 50㌫ 53㌫ 57㌫ 60㌫

問　市民生活課保険年金係（☎66・1111内線457）
　　健康長寿課健康づくり係（☎66・6631内線110）
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計
画
の
概
要

・
対
象
地
域　

市
全
域

・
計
画
期
間　

お
お
む
ね
10
年
間

計
画
目
標

　

自
転
車
を
使
っ
た
人
と
道
路

が
結
ぶ
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り

基
本
方
針

・
安
全
に
通
行
で
き
る
道
路
空
間

　

の
創
出

・
自
転
車
を
活
用
し
た
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
、
ス
ポ
ー

ツ
参
加
機
会
の
拡
大

・
公
共
交
通
と
自
転
車
の
連
携
、

　

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
回
遊

　

性
の
向
上

・
自
転
車
利
用
者
の
安
全
意
識
の

　

啓
発

自
転
車
通
行
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
ワ
ー
ク
の
構
築

　

日
常
生
活
や
観
光
で
の
自
転
車

利
用
を
支
え
る
市
街
地
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
、
観
光
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
想
定
す
る
郊
外
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
、
自
転
車
通
行
空
間

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
ま
す
。

自
転
車
利
用
環
境
の
改
善

　

計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
自
転

車
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
路
線
の
整
備
や

分
か
り
や
す
い
路
面
表
示
な
ど
の

ほ
か
に
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
、
マ
ナ
ー
向
上
や

利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
、

自
転
車
利
用
拡
大
に
向
け
た
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
な
ど
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

問　

建
設
整
備
課
建
設
整
備
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
４
３
）

募集作品　自転車路面表示（ピクトグラム）デザイン
応募資格　▽県内在住の人▽県内に通勤通学する人
　　　　　（年齢、職業、性別、プロ・アマは問わない）
応募方法　建設整備課にある応募用紙で郵送または持

参、電子メールで応募してください。用紙
は市ホームページからも入手できます
作品は未発表のもので、応募者が著作権を
持つものに限ります

入賞作品　最優秀賞１点　賞状、賞金３万円
　　　　　優秀賞２点　賞状、粗品

※入賞作品は自転車シンポジウム（仮称）で
表彰予定。最優秀賞の作品を市が整備する
自転車通行空間に描きます

発表　６月中旬に入賞者に連絡します。市ホームペー
ジでも公表します

締切　５月20日月必着
その他　応募作品は返却しません

入賞作品の著作権、商標権などの一切の権利
は市に帰属するものとします
入選した作品は受賞後、一部デザインや色彩
の修正や変更をする場合があります

問　建設整備課建設整備係（☎ 66・1111 内線 343）
　電子メール　kensetu@city.fukui-ono.lg.jp
　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）

自転車路面表示デザインを募集

　

第
五
次
大
野
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標
の
一
つ
「
誰
も
が

快
適
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
」
の
「
人
に
や
さ
し
い
道
路
環

境
の
創
出
」
に
基
づ
き
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
安
全
で
快
適

な
住
み
や
す
い
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
、
大
野
市
自
転
車
を

活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　自転車を活用したまちづくり計画に沿って、日常生活や観光での自転車利用を促進し、安全で快適な自転車通
行空間を作るため、道路に表示する本市独自の自転車路面表示（ピクトグラム）デザインを募集しています。

金沢市の自転車路面表示

自転車利用で住みよいまちに
自転車通行空間ネットワーク図

（市街地）

北大野駅
奥越明成高校

陽明中学校

越前大野城
武家屋敷
旧内山家

結ステーション

大野市役所

開成中学校

大野高校

ヴィオ

本願清水
イトヨの里

篠座神社
御霊泉

大野市
エキサイト
広場

リブレ寺町通り
七間朝市

城下町東広場

五番名水庵清水
大野市文化会館

大野市歴史博物館

JR越前大野駅

石灯籠地蔵尊

御清水

義景水琴窟

自転車ネットワーク路線

自転車導入路

駐輪場の整備

自転車利用が多い主要施設

主なまちなか観光施設
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■
便
利
な
前
日
受
付

　

当
日
の
レ
ー
ス
に
余
裕
を
持
っ

て
臨
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
前
日

受
付
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
あ
て

に
送
付
さ
れ
る
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

引
換
券
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

日
時　

５
月
25
日
土
午
後
３
時
～

　

６
時

場
所　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

■
指
定
駐
車
場
が
充
実

　

会
場
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
周
辺

は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、
会
場
や

学
び
の
里「
め
い
り
ん
」に
は
駐

車
で
き
ま
せ
ん
。
車
で
来
場
の
際

は
、
指
定
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

指
定
駐
車
場　

市
役
所
、
城
下
町

　

東
広
場
、
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
、

　

奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
、
シ
ョ
ッ

　

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
Ｖ
ｉ
ｏ

■
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
、
奥
越
ふ
れ

あ
い
公
園
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
Ｖ
ｉ
ｏ
か
ら
は
、
大
会
会
場
ま

で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

運
行
時
間  

午
前
６
時
45
分
〜
午

　

後
１
時
30
分

■
ラ
ン
ナ
ー
に
声
援
を

　

結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
を
ス

タ
ー
ト
し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
、
六
間

通
り
→
市
役
所
前
→
こ
ぶ
し
通

り
な
ど
を
駆
け
抜
け
ま
す
。
コ
ー

ス
沿
道
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の
走
行

の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
応

援
し
て
く
だ
さ
い
。

■
会
場
周
辺
で
交
通
規
制

　

下
の
図
の
と
お
り
、
六
間
通
り

や
三
番
通
り
、
こ
ぶ
し
通
り
な
ど

の
一
部
が
通
行
止
め
に
な
り
ま

す
。
車
で
通
行
の
際
に
、
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
課
社
会
体
育
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
３
１
）

■
ま
ち
な
か
循
環
バ
ス
一
部
運
休

　

大
会
当
日
の
午
前
中
は
、
ま
ち

な
か
循
環
バ
ス
を
運
休
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
通
常
通
り
運
行
し

ま
す
。

問　

建
設
整
備
課
都
市
計
画
室

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
）

結とぴあ（有終会館）

午前６時００分～午後０時１５分　通行止め（マラソンのため）
午前７時００分～正午　通行止め（七間朝市のため）
午前８時１５分～午後０時１５分　通行止め（マラソンのため）
ランナーが横断する９時２０分ごろから１１時３０分ごろは、通行が
困難になります回り道に協力を
の箇所は通り抜けできません

亀山 めいりん

トンネル

国
道
１
５
８
号

こぶし通り

国道１５８号

結ステーション

結ステーション

二
番
通
り

三
番
通
り

四
番
通
り

五
番
通
り

寺
町
通
り

六間通り

七間通り七間通り 進
行
↓

直
進
可

石灯籠通り石灯籠通り

↑
進
行

直
進
可

銀行

かえで通りかえで通り
図書館

消防署

市役所

市民グラウンド

休日急患診療所

開成中

大野高校

スーパー
マーケット

篠座神社GS

小山小

有終
南小

信用金庫

上舌交差点

三
番
通
り

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

　

５
月
26
日
日
午
前
９
時
10
分
ス
タ
ー
ト

第
49
回

　
市
内
外
か
ら
多
く
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
愛
好
者
を
迎
え
、
名
水
マ
ラ
ソ

ン
が
い
よ
い
よ
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
内
で
は
、
大
会
に
向
け
て
練
習

す
る
人
の
姿
が
見
ら
れ
、
ラ
ン
ナ
ー
を
も
て
な
す
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
の
準
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
温
か
い

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
へ

市
民
の
皆
さ
ん
へ

スタート時間

午前９時30分～
※部門ごとに順次ス
タート

午前９時45分～
※部門ごとに順次ス
タート

10時20分

９時20分

９時10分

種目

２㌔

３㌔

５㌔

10㌔

ハーフ

種目ごとのスタート時間
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市
で
は
、
多
世
代
で
の
同
居
を

支
援
し
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、

住
宅
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
世
帯　

親
、
子
、
孫
な
ど
の

　

親
族
三
世
代
以
上
で
、
市
内
の

　

同
一
住
所
に
住
ん
で
い
る
世
帯

　

※
工
事
完
了
後
に
対
象
世
帯
と

　

な
る
場
合
を
含
む

申
請
要
件

・
申
請
者
が
対
象
世
帯
の
一
員
で

あ
る
こ
と

・
世
帯
全
員
の
所
得
の
合
計
が

１
２
０
０
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

・
世
帯
全
員
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
な
い
こ
と

・
工
事
に
着
手
し
て
い
な
い
こ
と

・
申
請
者
が
住
宅
の
所
有
者
で
あ

る
（
に
な
る
）
こ
と

対
象
工
事

○
住
宅
新
築

・
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年

　

度
内
に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

・
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

○
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

・
建
築
後
１
年
以
上
経
過
し
た
住

　

宅
で
あ
る
こ
と

・
建
築
基
準
法
な
ど
の
関
係
法
令

　

の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

・
工
事
費
が
50
万
円
以
上
で
あ
る

　

こ
と

・
補
助
金
の
交
付
を
申
請
す
る
年

　

度
内
に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

・
市
内
の
業
者
が
施
工
す
る
こ
と

補
助
金
額　

工
事
費
の
20
分
の
１

　
（
上
限
25
万
円
）

　

※
補
助
を
受
け
た
３
年
後
も
対

　

象
世
帯
の
要
件
を
満
た
し
て
い

　

る
場
合
、
補
助
金
と
同
額
を
交
付

対
象
と
な
ら
な
い
工
事

・
敷
地
造
成
や
門
、
塀
な
ど
の
外

　

構
工
事

・
家
具
な
ど
物
品
の
購
入
費

・
公
共
工
事
の
補
償
の
対
象
と
な

　

る
工
事
な
ど

そ
の
他　

補
助
金
の
交
付
を
受
け

　

る
た
め
に
は
、
工
事
着
手
前
の

　

申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法

　

や
工
事
の
要
件
な
ど
詳
し
く

　

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問　

建
築
営
繕
・
庁
舎
整
備
課

　

住
宅
管
理
係

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
８
５
）

作品テーマ　里
応募資格　不問（年齢、国籍など一切問わない）
作品　郵便はがきの大きさ（10㌢×15㌢）、素材は自由。

絵画、写真、書、切り絵、版画、文章（100文字
以内）、絵手紙（文字は31字程度）などで、「里」
をテーマにしたもの。立体の作品も可

部門　一般、中学・高校生、小学生以下
募集期間　６月１日土～９月30日月
賞　最優秀賞　１点　賞状と賞金10万円
　　優秀賞　　５点　賞状と賞金３万円
　　準優秀賞　10点　賞状と賞金１万円
　　特別賞　　15点　賞状と賞金１万円
　　佳作　　　20点　賞状
表彰式　平成26年３月に予定
応募先　越前大野感性はがき展
　　　　〒912-8691　大野郵便局私書箱18号
審査員　川上明日夫さん（詩人）、松村忠祀さん（元福

井市美術館長）、真野響子さん（女優）、松本猛
さん（絵本評論家、ちひろ美術館常任顧問）

●ボランティアスタッフ募集●
　越前大野感性はがき展実行委員会では、第８回の
作品募集に向けて、これまでの作品展に応募した人
や関係団体などに作品募集の案内通知を送ります。
　この発送作業を手伝ってもらえるボランティアを
募集します。
作業日時　５月21日火～ 26日日、平日は午後７時30

分～９時、土・日は午前９時～午後８時（都
合の良い日時に参加）

場所　文化会館
その他　作業に参加できる人は、事前（当日も可）に

実行委員会事務局に連絡してください

第８回越前大野感性はがき展　～「里」～作品募集
１枚のはがきに心を込めて
　県下最大の面積があり、そのうち約９割が森林の本市は平成８年、水環境の保全のため真名川上流の自然
林（ブナ林）196㌶を購入しました。ブナ林のように、たった１枚の葉がたくさん集まって木となり林となり、
私たちの生命の源となる水の恵みを与えてくれます。
　越前大野感性はがき展実行委員会では、１枚の葉を１枚のはがき（メッセージ）に置き換え、一人一人の小さ
なメッセージを集め、それを大きなメッセージにしていこうと考え「越前大野感性はがき展～小さなはがきに
込められた大きなこころ～」を開催します。

問　越前大野感性はがき展実行委員会事務局（文化課内☎66・5410）

結
の
故
郷
越
前
お
お
の

多
世
代
同
居
住
宅
支
援
事
業

イメージキャラクターかんたくん
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▼
企
画
総
務
部
長
・
江
波
庄
進
▼

企
画
総
務
部
政
策
幹
情
報
広
報
課

長
事
務
取
扱
・
田
中
雄
一
郎
▼
民

生
環
境
部
長（
兼
）福
祉
事
務
所

長
・
羽
田
年
也
▼
産
経
建
設
部

長
・
佐
子
重
夫
▼
消
防
本
部
消
防

長
・
石
田
純
也

▼
企
画
総
務
部
▽
秘
書
課
長
・
西

川
千
鶴
代
▽
行
政
戦
略
課
長（
兼
）

行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室

長
・
加
藤
正
幸
▽
総
務
課
長（
兼
）

総
務
課
自
治
振
興
室
長
・
國
枝
勢

津
子
▽
財
政
課
長
・
鉱
崎
昭
治
▽

税
務
課
長
・
山
田
一
郎
▽
防
災
防

犯
課
長
・
南
和
弘
▼
民
生
環
境
部

▽
市
民
生
活
課
長（
兼
）浄
化
セ
ン

タ
ー
所
長
・
篠
田
守
一
▽
福
祉
こ

ど
も
課
長（
兼
）地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
・
畑
中
六
太
郎
▽

健
康
長
寿
課
長（
兼
）保
健
セ
ン

タ
ー
所
長
・
井
川
鋭
子
▽
和
泉
診

療
所
長
・
山
﨑
高
宏
▽
上
下
水
道

課
長（
兼
）下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
所

長
・
大
久
保
雅
章
▼
産
経
建
設
部

▽
産
業
振
興
課
長（
兼
）産
業
振
興

課
中
心
市
街
地
活
性
化
室
長（
兼
）

ふ
る
さ
と
公
園
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ

ン
ド
所
長（
兼
）職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
所
長
・
嶋
田
敏
文
▽
農
業
農

村
振
興
課
長（
兼
）六
呂
師
堆
肥
セ

ン
タ
ー
所
長
・
小
川
市
右
エ
門
▽

農
林
整
備
課
長
・
朝
日
俊
雄
▽
観

光
振
興
課
長
・
米
津
源
一
▽
建
設

整
備
課
長（
兼
）防
雪
基
地
管
理
棟

管
理
者
・
砂
村
秀
成
▽
幹
線
道
路

課
長
・
末
永
勝
士
▽
建
築
営
繕
・

庁
舎
整
備
課
長
・
佐
々
木
巌
▼
和

泉
支
所
長（
兼
）住
民
振
興
課
長
・

三
嶋
政
昭
▼
会
計
管
理
者（
兼
）会

計
課
長
・
齊
藤
嘉
代
▼
教
育
委
員

会
事
務
部
局
▽
教
育
総
務
課
長

（
兼
）学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・

木
戸
口
正
和
▽
社
会
教
育
課
長

（
兼
）視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
館
長

（
兼
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長

（
兼
）図
書
館
長
・
田
中
一
郎
▽
文

化
課
長（
兼
）文
化
会
館
長（
兼
）博

物
館
長
・
宮
越
剛
生
▽
ス
ポ
ー
ツ

課
長（
兼
）ス
ポ
ー
ツ
課
国
体
準
備

室
長（
兼
）Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
・
臼
井
一
▼
監
査
委
員
事
務

局
長
・
東
方
嘉
浩
▼
消
防
本
部
▽

次
長（
兼
）署
長
・
高
野
清
彦
▽
次

長
補
佐（
兼
）副
署
長（
兼
）警
防
課

長
事
務
取
扱（
消
防
訓
練
所
長
）・

朝
日
弘
幸【
県
派
遣
職
員
の
併
任

解
除
】堀
口
昌
克（
和
泉
診
療
所
長
）

▼
企
画
総
務
部
▽
秘
書
課
課
長
補

佐
秘
書
係
長
事
務
取
扱
・
中
村
吉

孝
▽
行
政
戦
略
課
課
長
補
佐（
兼
）

行
政
戦
略
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
次

長
・
吉
田
克
弥
▽
情
報
広
報
課
課

長
補
佐
・
山
田
明
美
▽
総
務
課
課

長
補
佐
・
岸
田
尚
悟
▽
総
務
課
自

治
振
興
室
次
長
・
川
端
秀
和
▽
総

務
課
監
理
検
査
室
長
・
乾
川
和
則

▽
財
政
課
課
長
補
佐
・
真
田
正
幸

▽
税
務
課
課
長
補
佐
・
桜
井
早
苗

▽
防
災
防
犯
課
課
長
補
佐
・
谷
口

久
和
▼
民
生
環
境
部
▽
市
民
生
活

課
課
長
補
佐（
市
民
窓
口
・
保
険

年
金
担
当
）・
永
田
由
美
子
▽
市

民
生
活
課
課
長
補
佐（
市
民
く
ら

し
・
環
境
衛
生
担
当
）・
山
村
英

幸
▽
福
祉
こ
ど
も
課
課
長
補
佐

（
社
会
福
祉
担
当
）・
坂
井
八
千
代

▽
福
祉
こ
ど
も
課
課
長
補
佐（
こ

ど
も
家
庭
担
当
）・
亀
井
宗
子
▽

健
康
長
寿
課
課
長
補
佐（
保
健
医

務
・
健
康
づ
く
り
担
当
）・
尾
嶋

里
子
▽
健
康
長
寿
課
課
長
補
佐

（
長
寿
・
介
護
予
防
担
当
）・
横
田

晃
弘
▽
上
下
水
道
課
課
長
補
佐

（
水
道
担
当
）・
清
水
悦
朗
▽
上

下
水
道
課
課
長
補
佐（
下
水
道
担

当
）・
林
広
二
郎
▼
産
経
建
設
部

▽
産
業
振
興
課
課
長
補
佐（
兼
）産

業
振
興
課
中
心
市
街
地
活
性
化
室

次
長
・
加
藤
嘉
一
▽
農
業
農
村
振

興
課
課
長
補
佐
・
本
多
充
▽
農
林

部
長
級

市
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け
で
、
総
勢
２
９
０
人
の
人
事
異
動
を
行
い

ま
し
た（
消
防
21
人
お
よ
び
退
職
19
人
を
含
む
）。

　

新
採
用
は
８
人
、退
職
者
は
19
人
で
す
。
異
動
の
内
訳
は
、

部
長
級
５
人
、
課
長
級
27
人
、
課
長
補
佐
級
34
人
、
係
長
級

59
人
、
主
査
級
81
人
、
主
事
級
48
人
、
業
務
職
員
17
人
で
す
。

市
の
機
構
は
、
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

課
長
級

課
長
補
佐
級
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整
備
課
課
長
補
佐
基
盤
整
備
係
長

事
務
取
扱
・
森
岡
幸
弘
▽
観
光
振

興
課
課
長
補
佐
・
松
本
邦
章
▽
建

設
整
備
課
課
長
補
佐
・
齊
藤
清
英

▽
建
設
整
備
課
湧
水
再
生
対
策
室

長
・
帰
山
寿
章
▽
建
設
整
備
課
都

市
計
画
室
長
・
阿
部
継
一
▽
建
築

営
繕
・
庁
舎
整
備
課
課
長
補
佐

（
兼
）建
築
営
繕
・
庁
舎
整
備
課
庁

舎
整
備
推
進
室
長
・
村
上
一
幸
▼

和
泉
支
所
▽
住
民
振
興
課
課
長
補

佐
・
笠
松
健
男
▼
教
育
委
員
会
事

務
部
局
▽
教
育
総
務
課
課
長
補
佐

（
庶
務
・
施
設
担
当
）庶
務
係
長
事

務
取
扱
・
山
田
靖
子
▽
社
会
教
育

課
課
長
補
佐
・
田
原
祐
子
▽
文
化

課
課
長
補
佐
文
化
係
長
事
務
取

扱
・
佐
々
木
伸
治
▽
大
野
公
民
館

長
・
前
田
伸
治
▼
消
防
本
部
▽
和

泉
分
遣
所
長
・
猪
野
則
夫
▽
通
信

指
令
課
課
長
補
佐
・
仲
井
太
▽
予

防
課
課
長
補
佐（
予
防
指
導
担
当
）・

多
田
和
明
▽
予
防
課
課
長
補
佐

（
危
険
物
調
査
担
当
）・
福
岡
学

▼
民
生
環
境
部
▽
市
民
生
活
課
・

鈴
木
涼
▽
福
祉
こ
ど
も
課
・
広
瀬

弘
明
▽
上
下
水
道
課
・
石
本
達
成

▼
産
経
建
設
部
▽
農
業
農
村
振
興

課
・
城
地
勇
樹
▽
農
林
整
備
課
・

辻
拓
也
▽
建
設
整
備
課
都
市
計
画

室
・
下
島
浩
平
▼
教
育
委
員
会
事

務
部
局
▽
大
野
公
民
館
・
原
涼
太

▼
消
防
本
部
▽
県
消
防
学
校
派

遣
・
穴
田
晃
平

▽
巻
寄
富
美
男（
市
民
福
祉
部
長
）

▽
澤
田
み
ち
代（
会
計
管
理
者
）▽

石
田
光
義（
和
泉
支
所
長
）▽
小
林

進（
消
防
本
部
消
防
長
）▽
佐
々
木

清
一（
く
ら
し
環
境
課
長
）▽
四
方

一
人（
税
務
課
長
）穴
田
吉
晴（
監

理
検
査
課
長
）▽
島
田
健
一（
教
育

総
務
課
長
）▽
長
谷
川
幸
雄（
ス

ポ
ー
ツ
課
長
）▽
平
瀬
照
夫（
税
務

課
課
長
補
佐
）▽
松
田
ゆ
り
子（
小

山
幼
稚
園
教
頭
）▽
佐
々
木
保
子

（
荒
島
保
育
園
指
導
保
育
士
）▽
上

田
志
乃（
教
育
総
務
課
）▽
門
前
清

志（
く
ら
し
環
境
課（
兼
）市
営
葬

斎
場
）▽
齊
藤
す
ず
子（
阪
谷
保
育

園
）▽
松
田
裕
子（
和
泉
保
育
園
）

▽
鈴
木
美
智
子（
阪
谷
小
学
校
）▽

松
田
禮
子（
富
田
小
学
校
）▽
前
田

廣
道（
上
庄
中
学
校
）

問　

総
務
課
職
員
係 

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２
４
１
）

新
採
用

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

国の緊急経済対策に伴う
平成24年度補正予算案などを可決

　３月４日から25日まで開催された第383回市議会定例会では、168億8700万円の平成25年度一般会

計予算案や「環太平洋戦略的経済連携協定（TPP）交渉参加への断固阻止に関する意見書」の市会案な

どに加え、国の緊急経済対策に伴う平成24年度一般会計補正予算案も審議され、いずれも原案のと

おり可決・承認・同意されました。平成25年度当初予算の内容は、４月号でお知らせしていますが、

５月号ではこの補正予算の概要をお知らせします。

平
成
24
年
度
予
算
の
補
正

○
緊
急
経
済
対
策
に伴

い
補
正

　

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
合
わ

せ
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
七
号
）が
可
決
・
成
立

し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出
に

そ
れ
ぞ
れ
17
億
４
３
５
４
万

４
０
０
０
円
を
増
額
。
補
正
後
の

累
計
は
１
９
６
億
２
０
０
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
容
は
、
▼
市

営
葬
斎
場
の
耐
震
補
強
工
事
に

３
８
４
１
万
９
０
０
０
円
▼
農
道

の
舗
装
や
農
業
用
用
水
路
の
改
修

な
ど
に
１
億
５
２
０
０
万
円
▼
旧

老
人
セ
ン
タ
ー
跡
地
に
駐
車
場
を

整
備
す
る
城
下
町
西
広
場
整
備

事
業
に
３
６
７
４
万
７
０
０
０

円
▼
平
成
大
野
屋
洋
館
の
オ
ー

プ
ン
カ
フ
ェ
な
ど
の
整
備

に
２
２
２
１
万
３
０
０
０
円

▼
真
名
川
河
川
敷
の
自
転
車

歩
行
者
専
用
道
路
の
整
備
に

２
０
０
０
万
２
０
０
０
円
▼

市
道
の
改
良
や
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
拡
幅
な
ど
に

２
億
３
８
０
０
万
６
０
０
０
円
▼

消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
整
備

に
３
億
９
７
７
６
万
５
０
０
０
円

▼
中
学
校
４
校
の
空
調
設
備
整
備

に
２
億
４
９
８
３
万
５
０
０
０
円

な
ど
で
す
。

　

今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
会
計

の
補
正
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策

に
伴
う
補
正
に
加
え
、
事
業
費
の

調
整
な
ど
通
常
分
の
補
正
を
行
う

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
八
号
）も

提
出
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算（
第
八
号
）で
は
、

歳
入
・
歳
出
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

４
億
８
５
０
８
万
５
０
０
０
円

を
減
額
し
、
累
計
は
１
９
１
億

３
４
９
６
万
５
０
０
０
円
と
な

り
、
前
年
同
期
比
３
・
２
㌫
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
同
意

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
、

同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

　

前
田
啓
子（
右
近
次
郎
）

定例
市議会
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